
 

 
 
 

新しい形での日中小学生絵画交流会開催 

 11 月 13 日（土）14 日（日）  自泉会館 展示場 

 

 昨年まではお互い 1 校ずつの合同絵画交流展でしたが、今年は両市とも全小学校に参

加をお願いすることが出来た結果、両市で計 170 点の作品の応募をいただきました。

岸和田市の方は小学校長会にお願いし全校に呼び掛けていただきました。作品がどれほ

ど集まるのか不安も大きかったのですが、85 点の作品の応募を聞いたときは、びっく

りしましたがとてもありがたいことでした。これほどの数量の展示は今までの方法では

無理なので、どうするか悩みながら試行錯誤しながら長い時間をかけて展示の準備をい

たしました。最後は疲れて重くなった足腰を抱えながら終えました。 

 13 日のオープン時には永野耕平市長様がお越しくださりご観覧されました。テレビ

岸和田様にも取材を頂きニュースの時間帯で放映がありました。 

 両市学生の作品を展示してみて、その作品の違いがわかり、一目でどちらの作品か判

断できるほど違いがはっきりしていました。中国の作品はテーマを決めてそれに沿って

の絵画で、訴えていることが感じられる作品となっており、日本の風景、人なども良く

調べて描かれ特徴をよく捉えておられました。色合いは明るい色が多くカラフルな作品

となっており、裏側に作者と共に指導された教師の名前もあり熱の入った作品を見せて

いただきました。岸和田の作品は中国に比べれば柔らかい，穏やかな作品が目立ってい

たと思いました。 

小学生が家族と一緒に見に来られておりましたが、中国（外国）の作品を見てどう感

じたか聞いて見たかったです。この機会を通して外国文化の一端を知ることで、視野を世界に広げてもらえれ

ばと思いました。今後も絵画交流展を継続してお互いの交流と親睦が出来ることを願っております。 

（記 武井） 
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文化サロン「中国茶会」開催 

「藏茶、漢民族とチベット族を結ぶ千年のお茶」 

 

講師 王静（大阪観光大学准教授、中国高級茶藝師）、アシスタント津田美紀子（中国高級茶藝師）の両先生 

コロナ禍で 2 度の延期となっていました

が、11 月 28 日（日）野田町 Café いろは

で開催することが出来ました。先生も参加者

も長く待っていた講座なので期待感がより

多きものがありました。参加者は制限しての

15 名、広く間隔を取っての開催。 

今迄の茶会では多くのお茶を試飲、自分た

ちでお茶を入れておりましたが、今回はパワ

ーポイントを使っての講義をして頂き、チベ

ットの人の生活、藏茶の歴史、漢民族とチベ

ット族とのお茶での関わり等を詳しく話さ

れ、初めて聞く事柄も多く、チベットで飲まれているお茶についていろいろ教えていただきました。 

8 月オンラインで開催されました「世界を巡る茶（チャ）ット」開催時に紹介された河南省のお茶「信陽毛

尖」高級緑茶を持ってきてくださり試飲、その奥深い濃厚な味わいに堪能、和菓子に時期的にピッタリの「ア

マビエ」と名前の付いた和歌山の和菓子をいただきました。 

藏茶は 2 種類の（小袋、硬い板状のお茶）試飲でした。黒茶ですが同じような色合いながら味はお茶という

より漢方薬ぽく不思議な味でしたがなじむと続けて飲みたくなる味わいでした。生活必需品だけではなく、健

康飲料としても注目されているとのことでした。またレンガの代わりに壁として使われ、装飾品として生かさ

れているとも聞きました。 

厳しい気候でお茶の生産できないチベットに四川、雲南から馬と人により厳しい自然環境の中、流通したお

茶が延々と千年以上にわたり漢民族とチベット族を結び付け、お互いが必要としているものを手に入れるため

にそれぞれが協力することが必要だったのがと少しは理解できたと思いました。（記 武井） 



大阪観光大学留学生へ第 2 回目の食糧支援を実施しました 

 

今年 3 月に 1 回目の支援をさせて頂きましたが、コロナの影響で引

き続きアルバイトが出来ず、生活の厳しさが続いているとの情報を聞い

ておりましたので、8 月 22 日号の「ニイハオ」で再度皆様に呼びかけ

をさせていただきました。 

協力いただいた分と協会からの食料品を 11 月 8 日に大学にお渡し

しました。翌 9 日に留学生の方に配られるとのことでしたので、その

様子を見せていただきました。お昼休みの時間に配られたのですが、予

定時間前から並んでいる留学生を見て、明るいながらも厳しい現実を

垣間見ることになりました。3 時限の授業が始まる前に予定の 80 個

がなくなり終了となりました。コロナの状況次第ですが、まだ終わって

いないと感じた次第です。 （記 武井） 

 

 

 

記事 

 

11 月 4 日（木）大阪観光大学  大阪観光大学、府日中、熊取日中、岸和田市日中、４者によるコラボ打ち

合わせ 

11 月 8 日（月）大阪観光大学  支援食糧品届け 

11 月 13 日（土）14 日（日）自泉会館  日中小学生絵画交流展 

11 月 18 日（木）府日中    第 2 回理事会（オンライン参加） 

  〃  福祉センター  11 度理事会 

11 月 28 日（日）カフェいろは  中国茶会 


